
一般質問

平成２３年（２０１１年）７月３１日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

市政を問市政を問うう （政和）＝政和会
（公明）＝市議会公明党
（フォ）＝フォーラム小平
（共産）＝日本共産党小平市議団
（生ネ）＝生活者ネットワーク
（虹ひ）＝虹とひかり
（みな）＝みんなの党小平の会

一一般般質質問問一般質一般質問問 議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、２5人の議員からの質問のうち、
１人３件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは

行
政
一
般

村
松
ま
さ
み
議
員
（
虹
ひ
）　

①
電 

力
会
社
の
自
由
入
札
に
今
後
ど
う
取

り
組
む
か
。

　

②
市
の
施
設
で
指
定
管
理
者
が
運

営
す
る
施
設
も
含
め
、
特
定
規
模
電

力
事
業
者
と
の
契
約
は
可
能
か
。

市
長　

①
先
行
的
に
実
施
し
た
市
で

は
大
き
な
節
減
効
果
が
実
証
さ
れ
て

お
り
、
市
で
も
対
象
施
設
の
選
別
等

に
つ
い
て
節
減
効
果
を
含
め
て
調
査

し
た
い
。
発
電
方
式
に
よ
る
環
境
負

荷
へ
の
考
え
方
や
入
札
制
度
の
方
策
、

電
力
の
安
定
供
給
へ
の
影
響
等
の
課

題
を
整
理
し
な
が
ら
、
導
入
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

②
原
則
的
に
は
可
能
と
考
え
る
。

 
宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

①
基
本 

構
想
の
策
定
義
務
廃
止
に
対
す
る
見

解
と
対
応
は
。

　

②
国
庫
補
助
金
の
一
括
交
付
金
化

に
対
す
る
評
価
は
。

市
長　

①
地
方
の
自
主
・
自
立
性
を

高
め
、
市
の
主
体
性
が
ま
す
ま
す
求

め
ら
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
自
治

基
本
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
今
後
も

長
期
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
市
政
を

進
め
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

　

②
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
財
源

地
域
主
権
改
革
関
連
３
法
の

成
立
と
今
後
の
地
方
行
政
に
つ
い
て

の
一
般
財
源
化
は
望
ま
し
い
。
た
だ

し
、
前
提
と
し
て
現
行
の
補
助
金
等

の
総
額
を
下
回
ら
な
い
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

①
放 

射
性
物
質
の
拡
散
な
ど
の
リ
ス
ク
に

関
す
る
情
報
提
供
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

　

②
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
か
か
わ
る
情
報
公
開
、
市
民
参
加

へ
の
考
え
は
。

市
長　

①
社
会
全
体
と
し
て
情
報
を

共
有
し
て
リ
ス
ク
を
制
御
、
削
減
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

　

②
化
学
物
質
に
関
し
て
言
え
ば
化

学
物
質
排
出
移
動
量
届
出
制
度
に
基

づ
き
デ
ー
タ
の
把
握
、
集
計
、
公
表

が
行
わ
れ
、
市
民
に
と
っ
て
は
問
題

へ
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参
加
す

る
機
会
が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

市
と
し
て
は
地
域
の
環
境
リ
ス
ク
管

理
を
推
進
す
る
役
割
が
あ
る
。

※
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

は
　

化
学
物
質
や
原
子
力
な
ど
健
康
へ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
事
柄
に
つ
い

て
事
業
者
、
行
政
、
専
門
家
、
住
民

が
意
思
疎
通
を
図
り
対
策
を
進
め
、

リ
ス
ク
の
軽
減
に
取
り
組
む
こ
と
。

 
堀　

浩
治
議
員
（
政
和
）　

①
副
市 

長
二
人
制
を
継
続
す
る
の
か
。

　

②
副
市
長
２
人
の
予
算
は
計
上
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

③
な
ぜ
新
た
な
副
市
長
の
選
任
議

案
を
議
会
に
提
出
し
な
い
の
か
。

こ
れ
か
ら
の 
リ 
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

※

シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て

副
市
長
二
人
制
に
つ
い
て

自
治
体
か
ら
電
力
自
由
化
を

進
め
る
こ
と
に
つ
い
て

市
長　

①
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
に

的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

今
後
も
条
例
上
の
体
制
で
い
き
た
い
。

　

②
本
年
度
予
算
に
は
２
人
分
の
人

件
費
を
計
上
し
て
い
る
。

　

③
人
事
案
件
で
あ
り
、
総
合
的
に

判
断
し
て
対
応
し
た
い
と
考
え
る
。

  
小
野
こ
う
い
ち
議
員（
政
和
）　

①
敷

地
面
積
と
現
在
の
使
用
状
況
は
。

　

②
市
民
の
た
め
の
有
効
な
施
設
に

転
換
す
る
意
向
は
な
い
か
。

市
長　

①
敷
地
面
積
は
お
お
む
ね
４

千
９
百
平
方
俊
で
、
近
隣
住
民
の
要

望
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
遊
び
場
と

し
て
滑
り
台
等
児
童
遊
具
を
設
置
し

開
放
し
て
い
る
。
ま
た
、
広
場
中
央

は
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ
化
す
る
た
め
の

剪
定
枝
置
き
場
と
チ
ッ
プ
の
熟
成
場

所
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

　

②
当
面
は
現
状
の
ま
ま
利
用
し
て

い
く
予
定
だ
が
、
３
市
共
同
資
源
化

事
業
に
よ
る
施
設
建
設
の
状
況
を
踏

ま
え
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

①
市
内 

で
対
象
と
な
る
事
業
所
、
及
び
除
外

さ
れ
る
事
業
所
は
ど
こ
か
。

　

②
市
民
が
実
施
で
き
る
節
電
対
策

を
積
極
的
に
支
援
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
対
象
と
な
る
の
は
庁
舎
、

市
民
文
化
会
館
な
ど
合
計　

か
所
で

３２

あ
る
。
な
お
、
救
急
治
療
を
行
う
医

環 境
下水道

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
西
側

広
場
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

電
力
使
用
制
限
令
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
の
か

療
施
設
は
適
用
除
外
に
な
る
。

　

②
現
在
、
新
エ
ネ
、
省
エ
ネ
機
器

設
置
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
イ
ベ

ン
ト
等
で
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
等
の
普
及

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
環
境
に
配
慮

し
た
機
器
導
入
な
ど
の
支
援
に
つ
い

て
は
今
後
、
他
の
自
治
体
の
状
況
を

注
視
し
研
究
し
て
い
く
。

 
石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

①
東 

日
本
大
震
災
以
降
の
節
電
へ
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

　

②
夏
の
電
力
不
足
に
向
け
た
市
の

認
識
と
取
り
組
み
は
。

市
長　

①
庁
舎
で
は
正
面
玄
関
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
稼
働
台
数
の
制
限
、
空

調
機
器
や
便
座
の
暖
房
運
転
の
停
止
、

換
気
運
転
の
一
部
停
止
の
ほ
か
、
廊

下
や
食
堂
、
事
務
室
窓
側
の
照
明
の

消
灯
等
を
行
っ
て
い
る
。
公
民
館
な

ど
大
部
分
の
外
部
施
設
は
、
３
月　
１９

日
か
ら　

日
ま
で
休
館
と
し
た
。

３１

　

②
市
の
施
設
で
も　

％
の
使
用
電

１５

力
の
抑
制
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

休
館
日
の
拡
大
等
は
行
わ
ず
、
使
用

最
大
電
力
の
抑
制
や
ピ
ー
ク
期
間
・

時
間
帯
を
通
じ
た
一
層
の
節
電
に
取

り
組
む
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
小
・ 

中
学
校
で
の
取
り
組
み
は
。

　

②
市
民
に
配
布
し
て
い
る
緑
の
カ

ー
テ
ン
セ
ッ
ト
を
ふ
や
し
、
さ
ら
に

普
及
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

教
育
長　

①
昨
年
度
は
７
校
が
自
主

的
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
た
。

本
年
度
は
教
育
委
員
会
と
し
て
５
校

に
設
置
し
て
そ
の
効
果
を
検
証
し
、

来
年
度
以
降
段
階
的
に
各
校
に
設
置

し
て
い
く
。

夏
の
電
力
不
足
に
向
け
た
対
応
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う

緑

の

カ

ー

テ

ン

を

さ

ら

に

広

め

る

べ

き

市
長　

②
昨
年
度
か
ら　

セ
ッ
ト
配

５０

布
し
て
い
た
も
の
を　

セ
ッ
ト
に
拡

１００

大
し
た
ほ
か
、
み
ど
り
東
京
・
温
暖

化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
て

ゴ
ー
ヤ
の
種
も
配
布
し
た
。
今
後
も

広
報
等
を
充
実
し
て
普
及
を
図
っ
て

い
く
。

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

①　

％ 
１５

の
節
電
を
ど
う
実
現
す
る
の
か
。

　

②
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に

定
め
た
Ｃ
Ｏ
２
削
減
マ
イ
ナ
ス　
％
の

２５

最
終
目
標
を
維
持
す
る
の
か
。

市
長　

①
電
力
監
視
装
置
の
利
用
や

施
設
ご
と
に
節
電
行
動
計
画
を
作
成

し
使
用
電
力
の
抑
制
に
も
取
り
組
む
。

　

②
国
に
お
い
て
も
見
直
し
の
動
き

は
な
い
の
で
、
引
き
続
き
最
終
目
標

の　

％
削
減
を
目
指
す
。
今
後
も
市

２５
は
も
と
よ
り
市
民
、
事
業
者
の
さ
ら

な
る
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

①
地 

域
猫
対
策
に
取
り
組
む
地
域
住
民
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
支
援
は
あ
る
か
。

　

②
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
助
成

を
実
施
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
市
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
企
画
す
る
相
談
会
や
セ
ミ

ナ
ー
開
催
へ
の
協
力
、
動
物
遺
棄
防

止
看
板
等
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

都
で
は
講
師
の
派
遣
や
１
地
域
５
頭

小
平
市
は
電
気
消
費
量
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
目
標
に
責
任
を
持
て

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を

減
ら
す
た
め
の
施
策
を

ま
で
の
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
う
支

援
事
業
が
あ
る
。

　

②
実
施
の
予
定
は
な
い
が
他
の
自

治
体
の
制
度
を
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

①
他
市 

や
近
隣
の
人
が
通
勤
、
通
学
途
中
に

ご
み
置
き
場
に
ご
み
を
捨
て
て
い
く

こ
と
に
対
し
ど
う
考
え
る
か
。

花

小

金

井

駅

北

口

の

ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

　

②
ご
み
置
き
場
の
カ
ラ
ス
対
策
は

黄
色
の
ネ
ッ
ト
以
外
に
な
い
か
。

市
長　

①
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
集
積

場
所
に
出
す
の
が
原
則
の
た
め
、
特

定
の
方
以
外
の
ご
み
出
し
や
不
法
投

棄
を
禁
止
す
る
看
板
を
配
布
し
て
い

る
。
ま
た
、
出
し
た
方
を
特
定
で
き

た
場
合
は
本
人
に
指
導
す
る
等
、
防

止
に
努
め
て
い
る
。

　

②
生
ご
み
が
見
え
な
い
よ
う
に
包

む
か
袋
の
奥
に
隠
す
こ
と
や
、
生
ご

み
処
理
機
の
利
用
が
有
効
で
あ
る
。

幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

①
駅
南 

口
側
の
歩
道
は
大
変
狭
く
、
自
転
車

を
置
く
ス
ペ
ー
ス
も
な
い
が
対
策
は
。

　

②
駅
南
口
か
ら
南
へ
向
か
う
道
路

は
歩
道
が
狭
く
大
変
危
険
で
あ
る
。

市
の
安
全
対
策
は
。

市
長　

①
放
置
自
転
車
等
の
撤
去
を

充
実
し
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
努

め
る
。
自
転
車
駐
車
場
に
つ
い
て
は

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
地
方
都
市
の

例
も
あ
る
が
、
こ
の
地
域
の
空
き
店

舗
は
間
口
が
狭
く
適
し
て
い
な
い
。

　

②
歩
道
の
傾
斜
を
緩
や
か
に
し
た

り
、
段
差
の
解
消
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
設
置
し
て
い
る
。

 
末
廣　

進
議
員
（
共
産
）　

東
南
部 

地
域
で
に
じ
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
な
い
原
因

と
課
題
は
何
か
。

市
長　

に
じ
バ
ス
は
道
路
幅
員
や
運

行
車
両
の
経
費
負
担
、
路
線
バ
ス
の

運
行
状
況
を
考
慮
し
、
現
在
は
路
線

の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。
コ
ミ
ュ

東
部
方
面
に
に
じ
バ
ス
・

コ
ミ
タ
ク
路
線
の
開
設
を

ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
は
機
運
の
盛
り
上

が
っ
た
地
域
か
ら
検
討
を
進
め
て
い

る
。
運
行
に
当
た
っ
て
の
課
題
は
、

通
行
す
る
道
路
幅
員
で
は
車
両
制
限

令
の
遵
守
、
停
留
場
の
設
置
で
は
近

隣
居
住
者
や
地
権
者
の
理
解
と
協
力
、

運
行
ル
ー
ト
で
は
警
視
庁
公
安
委
員

会
の
安
全
確
認
な
ど
を
ク
リ
ア
す
る

必
要
が
あ
る
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

①
コ 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を
運
行
で
き

て
い
な
い
Ｂ
地
区
・
Ｄ
地
区
は
市
が

体
制
づ
く
り
を
リ
ー
ド
す
べ
き
で
は
。

　

②
デ
マ
ン
ド
交
通
導
入
の
検
討
と

課
題
は
。

市
長　

①
平
成　

年　

月
に
実
施
し

２２

１１

た
説
明
会
や
本
年
２
月
の
Ｂ
・
Ｄ
地

区
の
方
々
へ
の
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
よ
り
、
機
運
の
盛
り
上
が
る

き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
た
。
今
後

は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
検

討
組
織
を
立
ち
上
げ
て
い
き
た
い
。

　

②
多
く
の
車
両
が
必
要
と
な
り
公

費
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
や
路
線
バ

ス
事
業
者
等
へ
の
影
響
も
少
な
く
な

い
こ
と
か
ら
導
入
は
難
し
い
。

市

内

公

共

交

通

の

さ
ら
な
る
充
実
に
つ
い
て

道
路
・
交
通

一

橋

学

園

駅

周

辺

の

安
全
確
保
等
に
つ
い
て

小平市自治基本条例と
小平市長期総合計画

緑のカーテン（市役所庁舎）


